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ごみ指定袋シール方式導入に係る
アンケート結果（区長）

～実施概要～
送付数：273通
実施期間：R8.3.13～R8.4.17
サンプル数：213通
回収率：78.0％

問１.お住まいの地域を教えてください。
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問２.現行のごみ指定袋方式について、どのように感じていますか。

全地域で「良い」、「概ね良い」の合計が70％以上となっている。
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問３.「ごみ指定シール」方式導入について、どのようにお考えですか。

神林地域を除き「反対」が40％以上となっている。
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問４.「ごみ指定シール」方式導入について、どのようにお考えですか。

主な意見抜粋
・詳細な情報がなく、賛否を判断できない
・現行の指定袋に不満はなく、現状のままで良い
・シールの貼り忘れや不法投棄など、ルール違反が心配
・袋とシールを両方用意する「二度手間」と「負担増」が不満
・多様な袋が使われることによる破れ・汚れ・カラス被害が不安

問５.「ごみ指定シール」方式導入した場合の市民へのメリットは、
   どのようにお考えですか。（自由記述）

主な意見抜粋
・メリットを感じない
・現行の指定袋よりも単価を抑えられる
・家にある袋を再利用できる
・ごみの量に応じてサイズを選べる
・家にある袋を再利用できる
・シールの値段や詳細が不明で「メリットが判断できない」

問６.「ごみ指定シール」方式導入した場合の懸念される課題は、
   どのようにお考えですか。（自由記述）

主な意見抜粋
・ シールの貼り忘れや不法投棄など「ルール違反」
・「ごみステーションの管理負担」と「地域の環境悪化」
・袋の「強度不足」による破れ・汁漏れ・カラス被害
・収集業者（作業員）の負担増と効率低下
・「袋＋シール」の二度手間・コスト増


